
　

５
月
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
の
本
旨
は
、
議
会
と
町
執
行
部

は
共
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
住
民
生
活
の
向
上

に
努
め
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
二
元
代

表
制
に
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
議
員
の
任
務
と
い
う
の
は
、
三
つ

に
大
別
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
条
例
等
の
議
案
を
審
議
し
、
結

論
を
出
す
こ
と
。

　

二
つ
は
、
行
政
を
監
視
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
。

　

三
つ
は
、
自
分
の
政
策
を
実
現
す
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
。

　

こ
の
目
的
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
な
く
、
常

に
問
題
意
識
を
持
っ
て
議
会
活
動
を
進
め
る

こ
と
は
議
員
の
本
分
で
あ
り
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
な
が

ら
、
町
執
行
部
と
も
連
携
し
、
町
政
の
諸
課

題
に
有
効
な
政
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
自
治
体
に
は
、
自
己
決
定
と

自
己
責
任
の
も
と
、
効
率
的
で
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
、
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
の
長
と
し

て
、
バ
ラ
ン
ス
感
を
持
ち
公
平
で
開
か
れ
た

議
会
運
営
に
努
め
、
議
会
と
執
行
機
関
と
の

真
摯
な
議
論
に
よ
り
、
阿
久
比
町
の
更
な
る

発
展
を
め
ざ
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
３
年
５
月
11
日
に
、

令
和
３
年
阿
久
比
町
議
会

第
４
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

議
長
・
副
議
長
を
選
任
し
、

２
常
任
委
員
会
等
の
議
会

構
成
を
決
め
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
６
月
９
日
、

令
和
３
年
阿
久
比
町
議
会

第
２
回
定
例
会
で
、
監
査

委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。
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